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１．事業実施目的 

本調査研究においては、市町村及び都道府県は、地域の実情に応じた地域包括ケア

システムの構築を推進するため、介護保険事業（支援）計画に記載した目標の達成に向

けた活動を継続的に改善し、地域マネジメントを実施することが求められていること

から、市町村及び都道府県が介護保険事業（支援）計画の進捗管理を行う上で、実践的

に活用可能な方法の提示に向けた検討を目的とした。 

 

２．事業の概要 

(１) 第 7 期介護保険事業計画における自立支援・重度化防止等の取組内容及び目標の

調査 

第 7 期介護保険事業（支援）計画における自立支援・重度化防止等の取組内容及び

目標として、市町村及び都道府県がどのような内容を設定したのか、厚生労働省に提

供された４都道府県における管内保険者の第７期介護保険事業支援計画をもとに、そ

の計画に記載された取組及び目標の分析を行った。 

(２) 平成 29 年度に検討した年度ごとの自己評価シート（様式）の改訂 

平成 29 年度に検討した年度ごとの自己評価シート（様式）について、上記１で行っ

た一部の自治体の自己評価シートへの記載内容の分析結果から得られた課題の類型に

基づくシート記載に対する改善のポイントを整理した。 

(３) 介護保険事業計画に記載した、サービスの見込み量（計画値）と実績値の乖離の

要因分析手法の整理 

市町村及び都道府県が第 7 期介護保険事業（支援）計画におけるサービスの見込み

量（計画値）と実績値の乖離の要因分析や仮説検証を行うために、地域包括ケア「見え

る化」システムが提供するデータ以外に考慮すべき情報について検討し、複合的な要

因を視野に入れた介護保険事業の実行管理の方法について、5 つの自治体に対し行っ

たヒアリングをもとに検討・整理した。 

 

３．事業結果の概要 

各自治体で取り組んでいる第7期介護保険事業（支援）計画における自立支援・重度
化防止等の取組内容及び目標として設定した内容等を通じて、進捗管理のフローにおい
てボトルネックとなる要因の抽出にあたっての課題の類型化を行い、その結果に基づき
「取組と目標に対する自己評価シート」の各項目の記載にあたって、留意すべきポイン
トを整理した。 

また平成 29 年度に検討した年度ごとの自己評価シート（様式）について、同シー

トへの記載内容の分析結果から得られた課題の類型に基づき整理された、シート記載

に対する改善ポイントを踏まえた留意点を提示し、記載の一助となる工夫を行った。 

市町村及び都道府県が第 7 期介護保険事業（支援）計画におけるサービスの見込み

量（計画値）に係る進捗管理の方法について整理したうえで、必要な進捗管理の改善

に向けた観点について整理した。 

以上 


